
第３・４学年 総合的な学習の時間指導案

平成１８年６月２２日（木）５校時

１ 単元名 有漢荘交流会をしよう

２ 目 標
○ 有漢荘の高齢者との交流活動を通して、高齢者への尊敬や感謝の気持ちをもつことができる。
○ 有漢荘の見学をしたり介護士さんの意見や話を聞いたり疑似高齢者体験したりすること等を通して、
高齢者の立場や思いを知り、自分たちにできることは何かを話し合い、高齢者に喜んでもらえるよう
な交流計画を考えることができる。

○ 交流計画のための見学や準備のための話し合い、交流体験後の新聞作り等を通して、自分なりに体験
の成果とこれからの課題を自覚できる。

○ 施設の人の仕事や高齢者の生活の様子にふれ、介護や支援を受けながら健康で安全な生活を送ってい
ることを知る。

３ 単元の構想図

総合的な学習の時間（２５） 児童の意識の流れ 教科・領域等の学習
○子どもの学びの姿（評価）

＜社会＞
（校区探検をしよう）
・土居地区の花壇を整備す

・道を通る人のために花壇をきれいに るボランティアグループ自分たちにもできることを考えよ
しているんだな。 と出会う。無償で社会にう（２）

・地域に役立つことを話し合う。 ・ボランティアの方のお手伝いをした 奉仕する地域の人の願い
いな。 を知る （１）。

・ボランティアの方と花壇の手入 ・やってみよう。
れをする。 ・喜んでもらえて良かった。

・他にも何かできることはないか ・他にも何かできるかな。
話し合う。 ・ボランティアグループの さんが有Y

漢荘へ花を持っていくといいと話し
○ ボランティアグループの方と てくれたね。
の交流を通して、社会に貢献し ・有漢荘のお年寄りにお花を持って行
たい気持ちになり、自分にでき ってあげよう。喜んでもらえるよう
ることを考えることができたか な交流もしたいな。。

・お年寄りに喜んでもらえる交流会に
しよう。

お 年 よ り に 喜 ば れ る 有 漢 荘 交 流 会 を し よ う

有漢荘についてもっと知って交流 ＜国語＞・交流会に行くには有漢荘のことを知
らなくては。 （新聞記者になろう）会へ行こう（１７）

・見学に行きたいな。 ・見学や取材の準備をす
・有漢荘について知っていること ・有漢荘ってどんな建物かな。 る （２）。
とそうでないことを明らかにし ・施設の人はどんなお世話をするのか、

＜課外＞質問したいことをまとめ、見学 な。
に行く （３） ・どんなお年寄りがいるかな。 （プランターの準備をしよ。

。 ） （ ． ）・プランターの花を喜んでくれるかな う ０ ５
・車いすに乗っているな。

○ 分からないことをはっきりさせ、 ・トイレの鏡が斜めだな。
質問したいことを意欲的に考え ・お風呂の器具がすごいな。
ることができたか。 ・見学で施設のことは分かったけど、

お年寄りのことはあまり分からなか
ったな。

・もう一度お年寄りの様子を知りたい
・再度花の水やりにいき、施設の な。水やりも行きたいな。
ことだけでなく、高齢者の様子 ・手が不自由なんだ。ご飯を食べさせ
を深く知る。見学したことをま てもらっている。
とめる。そのなかで有漢荘の高 ・耳が聞こえにくいようだな。



齢者の立場に立つにはどうした 車椅子だから足が悪いのかな。
らよいか考える （３） ・実際に車椅子に乗ってみたら分かる。

かな。
＜道徳＞○ 話し合いやグループ活動に積 ・耳をふさいでみたらいいかな。

極的に参加することができたか （泣いたあかおに （１）。 ）
・耳が聞こえにくいな。大きな声で話 ２－（２）思いやり・親切

・ワークショップ「８０才の自分 さなきゃ。
に会おう」で、疑似高齢者体験 ・相手が分かったかどうか確認しなき
をする （３） ゃ。。
＊耳と目が不自由な体験 ・手が固定されると食べにくいな。手
＊手が不自由な体験 伝ってあげる方がいいのかな。
＊有漢荘で車椅子体験 ・楽しそう。

・字が読みにくい。
、○ 疑似高齢者体験を行うことで

高齢者の身体的不自由さを実感
し、高齢者と接する際に配慮す

。ることを考えることができたか
・話せないって苦しいね。でも、心が

＜学活＞通じ合うと嬉しいね。
・思ったよりできるよ。 （構成的グループエンカウ

ンター「無言しりとりをし
・見学やワークショップを生かし ・お年寄りにまた会いに行けるよ。 よう 「無言イメージ図を」
て交流会の詳しい計画案を立て ・車椅子に乗るとこんなふうに見える かこう ）」
る （１．５） んだ。 ・黙っていても、伝えたい。

・何かをするときは、座った高さを考 気持ちがあれば気持ちが
えていこう。 通い合うことを体験す

・おしゃべりタイムや肩もみをしたい る。
な。

＜道徳＞・昔の遊びをしたいな。みせたいな。
（マザー＝テレサ （１））

・交流会の計画を発表しよう。 ２－（２）思いやり・親切
・グループごとに計画案の発表を ・中学生のお兄さんやお姉さんに教え
し、友達同士意見交換し合った てもらった和太鼓がしたいな。

り 介護士さんからアドバイスを ・耳が聞こえにくかったから大きな声
も らい計画案の見直しをする。 でおしゃべりしないとね。
（１．５） ・自分たちが楽しむのではなくて、お＜本時＞

年寄りが本当に喜んでくれることっ
○ 高齢者の立場を自分なりに考 て何だろう。
えアドバイスしあうことができ ・ さんの意見は理由がはっきりしてA
たか。そして、アドバイスを生 いるな。お年寄りに優しいそうだか
かし計画書を見直すことができ らいいな。

。たか。 ・その活動はお年寄りには難しいかな
・介護士さんに教えてもらいたいな。
・もっといい計画にしよう。
・ここをかえていこう。

・準備は大変だけど楽しみだな。
＜課外＞・交流会の準備をする （４） ・介護士さんがアドバイスしてくれた。

からばっちりだ。 （交流会の準備をしよう）
・いよいよ明日。緊張するけれどがん （２～３）

・リハーサルをする （１） ばろう。。

○ 友達と協力して、計画書にそ
って準備ができたか。

・緊張するけど喜んでもらいたいな。・交流会をしよう（４）
・喜んでもらえているかな。

○ 高齢者と進んでかかわろうと ・優しい人ばかりだ。
したか。具体的には、高齢者の ・少し寂しいのかもしれない。
気持ちを確認して聞き返した ・でも、自分で何とかしようとがんば
り、高齢者の気持ちを想像した っている人もいる。
りしながらかかわることができ ・お世話をする人は、お年寄りの立場
たか。 になってお世話している。



・また、来たいな。
。・来たことをこんなに喜んでもらえた

嬉しいな。

＜国語と課外＞・新聞にまとめる （２） ・楽しかったことを新聞にしたいな。。
・私達の活動をたくさんの人に知って （新聞記者になろう）

○ 表現の方法を工夫して、自分 もらいたいな。 ・活動のまとめとして新聞
の思いを新聞にすることがで を作る （４～８）。
きたか。

・前の私と比べるとお年寄りのことが・振り返ろう（１）
・自己評価し学んだことを作文に よく分かったし好きになった。
書くことでふりかえる １ ・お年寄りはとても優しかった。。 （ ）

・お年寄りに喜ばれて自信がもてた。
○成長した自分に気付き、次の活

。動の意欲をもつことができたか

４ 指導上の立場
① 題材について

。 、 、急速な高齢化が進んでいる 多年にわたり社会の発展に貢献してきた高齢者が 尊厳を保持しつつ
充実した人生が送ることができるよう、安心・安全な生活を保障されるべきだが、虐待等の深刻な課
題も少なくない。超高齢化社会を展望しつつ、高齢者が地域との人間的なつながりの中で、周囲から
敬愛され快適に生活できる地域社会にしていかなければならない。
そのためには、小学校段階では、身近な高齢者とのかかわりを大切にしたい。交流を通して高齢者

を理解することは大切なことであり、社会の一員としても必要なことである。
、 「 」 、 。学区には 特別養護老人ホーム 有漢荘 があり 昨年度から３・４年生が交流するようになった

昨年の交流では、児童が、自分たちの考えた出し物で交流を深めた。人間関係を築く能力やコミュニ
ケーションの技能、他の人の立場に立って考える豊かな想像力を培うことができる交流であることか
ら本年度も取り組むことにした。本年度は、高齢者理解をさらに深め、おもいやりや尊敬の気持ちを
持って、高齢者に寄り添った交流活動を展開していきたい。
そのために、花のプランターをプレゼントしたり見学や取材を繰り返ししたりする交流前の活動を

充実させたい。何度も有漢荘の高齢者と会って、相手を知り、かかわることが理解を深めることにな
ると考えるからだ。

、 、 。また 交流前に疑似高齢者体験のワークショップをすることも 高齢者の理解に効果的だと考える
その中で、自己満足ではない、高齢者の立場に立った交流会の計画を立てることができると考える。
本単元では、交流を通して、語ることができなくても、その高齢者から感じることのできるやさし

さや温かさを実感することになるだろう。また、自分が高齢者に喜ばれることで、喜びを与えられた
喜びを感じ、自分自身の良さを発見したり、自分に自信をもつことができたりするであろう。このよ
うな活動を通して 「相手の立場に立ってかかわっていく中で相手を理解し、自分も理解でき、その、
時、心と心が通い合う」という気持ちが高まってくると考えた。
本単元は、社会科「校区探検をしよう」に関連し、高齢者で地域のボランティアグループと交流を

、 。深めたことをきっかけに活動を展開していくので 人権感覚をより高めていくことができると考えた
ここで高めた人権感覚を、２学期の単元「障害を知ろう」で生かすことができ、さらには高学年での
福祉の学習内容にも発展させることができるであろうと考える。

② 児童の実態について
本学級の児童は、男子８名、女子６名計１４名である。そして、総合的な学習の時間は、特別支援

学級から１名男子が交流学級で共に学習する。交流に関しては、４年生は昨年経験しており、意欲的
である。穏やかに高齢者に接することができ、また、高齢者から感謝されたことで自分への自信を高
めている。有漢荘交流経験のない３年生は、高齢者とどう接して良いか分からず戸惑う児童も多いだ
ろう。しかし、ほとんどの児童が祖父母と同居をしており、高齢者は身近な存在でもある。高齢者と
のコミュニケーションの技能や相手の立場を想像する力の素地はあると考える。
友達とのかかわりでは、まだまだ自分の思いを通してしまうことが多く、相手の気持ちを想像して

人とかかわることができにくいこともある。しかし、帰りの会等では、学年の枠を越え友達の良さを
発表することができ、相手を思いやる内容が多い。相手の立場に立ち、気持ちを想像し実践すること
をねらった有漢荘交流を通して学んだことを児童の日常生活にも生かすことで、思いやりの気持ちを
深めていけると考える。また、意図的にグループ活動を多く取り入れている。友達同士意見を言い合
ったり時にはけんかをしたりする中で、少人数だけに、自分の思いを表現する機会が増え、自他の良
さを発見しやすいので仲間づくりに有効な学習形態であるからだ。しかし、気の合う友達でないと学
習意欲が低下したり集中力が続かなかったりする児童も数名いる。



③ 本時の指導について
児童は前時までに、よりよい計画を立てるための見学や取材を行っている。また、高齢者の疑似体

験のワークショップでは、今後の計画を見直す上で大切な気付きがあると考える。そして、それらを
もとに計画書を作る。作った全計画書は印刷し、課外で検討させ、自分の考えを発表しやすくしてお
きたい。
本時では、交流内容別に計画書の発表をし、友達同士意見交換をしたり有漢荘の介護士さんをゲス

トティーチャーに招き適切なアドバイスをしていただくことで交流会の計画がよりよいものになって
いくと考える。意見交換の中で、友達の考えの良さに気付いたり自分の計画に自信がもてたりできる
と考える。また、交流への意欲も高めることができると考える。また、介護士さんから介護士を職業
にして続けられているのは、やりがいがあること、そのやりがいとは、社会的に弱い立つ場にある高
齢者を自立支援できるといったことを話していただける。介護士の方の思いや願いを知ることは、す
ばらしい勤労観にふれることにもなり、人権感覚を高めることになるのではないかと考えた。

④研究主題とのかかわり
地域の人と繰り返し交流したり、ワークショップ等を効果的に設定したりすることで、研究主題に

迫りたい。このような場を設定し支援していくことで、主に二つの力を児童に育てていくことが可能
だと考える。一つ目は、児童が他者の立場に立ち、他者の思いを想像する力を育てることができる。
二つ目は、協力して学習するプロセスを通して、友達とのコミュニケーション能力を育てることがで
きる。具体的には、体の不自由な高齢者の立場を考えたり、家族と離れて暮らしている思いを共感的
に受け止めたりするために、事前の見学や花の世話、そして、疑似高齢者体験のワークショップを行
う。
有漢荘へプレゼントした花の世話という必要感から何度も有漢荘へいく。その活動を通して、高齢

者とふれあうこともでき、相手を深く知ることができるだろう。また、どのように接したらよいかと
いうことも直接交流することで実践できるようになっていくだろう。車いす体験では、実際に施設内
で体験でき、高齢者との好ましいコミュニケーションをとることに役立つであろう。
有漢荘の見学や訪問時、本時では、有漢荘の介護士さんのアドバイスを適宜受けることができる。

同じ介護士さんに毎回かかわっていただくことで、介護士さん自身の高齢者への思いや接し方にもふ
れることができ、高齢者へのかかわり方のすばらしいモデルを身近に知ることができると考える。
話し合い活動や振り返り活動では、友達との意見交換の時間を大切にする。友達の気持ちを考えな

がら、自分の意見も積極的に言えたり理由付けて話せたりすることで、コミュニケーションの能力を
高めることができると考える。他教科・領域等でも日常的に支援していく。
コミュニケーションの技能を身に付けるために、事前に話したりふれあったりする練習をしたり、

計画案をもとに交流会の準備をしたりする。技能を身に付けるだけでなく、自信をもって交流会へ臨
め、交流会を成功させることで、自己肯定感や自尊感情を高めることができると考える。



５ 本時案

ねらい グループごとに計画書を発表し、意見交換や介護士さんのアドバイスから計画書を見直
すことができる。

学習活動 主な発問と予想される児童の反応 教師の支援

１ 本時のめあてを ○ 今日のめあてを読みましょう。
確認する。

有漢荘のお年寄りがみんなを待っている！
？（おや？）と！（そうだ！）を発表して、グレートな交流計画に
しよう！

２ 交流計画案を発 ○ 計画書を作るときに気を付けたことを確認し ・見学や疑似高齢者体験
表し、意見交換を ましょう。 から交流をするときの
する。 話し合った留意点を掲

○ 交流計画書を発表しましょう。 示物から想起させる。
・それぞれグループごとに発表する。 ・積極的にアドバイスを

したり理由をつけたア
○ ？と！を発表しよう。 ドバイスや建設的なア
・車いすなので、ゲームといっても簡単なゲー ドバイスをしたりして
ムがいいな。 いる児童を称揚する。

・プレゼントは、使うものがいいかな。飾るも ・互いにアドバイスし合
のがいいかな。 うことがよい交流会に

・もっとお年寄りのことを考えないといけな なることを伝えたい。
い。 ・ゲストティーチャーの

・ここは分からないから、ゲストティーチャー 介護士さんから随時ア
に聞きたいです。 ドバイスをいただく。

※有漢荘見学や擬似高齢者体験を生かした交流
計画かどうかで話し合うことができたか。

３ 交流計画を見直 ○ 今までの発表を聞いて、自分たちが考えた交 ・少人数の担当グループ
す。 流計画を見直そう。 で見直すことで意見を

・この計画は、ちょっと無理があるかな。 言う場を設定し、児童
・ここはこのように変えたらいいんじゃないか の願いが反映されるよ
な。 うにする。

・ゲストティーチャーの
４ 見直したところ ○ 見直したところを発表しよう。 介護士さんにもアドバ
を発表する。 イスをしながら机間指

※お年寄りのことを考えて、よりよい交流計画 導をお願いする。
を考えようと意見交換できたか。

５ 本時を振り返る ○ よりよい交流会にするために感じたことや考 ・見直した根拠をはっき。
えたことをワークシートにまとめよう。 りさせる。

・友達の話を聞いていて、こんなことをしてみた
いな。

・お年寄りたちをもっと喜ばせてあげたいな。 ・本時のがんばりを認め
合い、次時への意欲付

○介護士さんの仕事のことや願いについてお話を けをしたい。
聞きましょう。

・大変な仕事だけどやりがいがあるんだな。
・がんばってるんだな。

・今日のまとめと介護士
の仕事とやりがいにつ
いて語っていただく。



６ 研究協議
・教材として有漢荘交流へこだわりをもって単元構成した。なぜなら、児童は交流前は、高齢者に喜ん
でもらおうという思いで行くが、交流後には、高齢者から感謝され喜んでいただけたことが「自分へ
の自信」になり自尊感情を高めることになり、高齢者へ感謝できるからだ。そして、また有漢荘交流
をしたいと感じ、次への意欲につながるからだ。この単元を通して相手を思いやることの大切さを実
感し、普段の生活の中で友達へも思いやりを持って接することができるとよいが、その手立てをどう
すべきかと考えている。

・振り返る時間の設定と振り返る視点が３点、はっきりしていたのでよかった。
・計画書の段階で意見交換をするか交流会前に意見交換会をするか迷うところだが、本時でよかった。
・ の話もよく、授業の終末がよかった。GT
・３，４年生の発達段階から振り返りや見直しをしなくてもよいと思ったが、してよかったのではない
か。児童の思いが深まったようだ。するべきことも明確になった。また、他のグループの考えもよく
分かり全体にまとまりが出る。

・難しい課題であったが、児童の反応がよかった。
・ 児が、高齢者の立場をよく考えた発言をしていた。H
・○○○するのが楽しい、○○○するのが当然だというような思いが出ていた。また、プランの練り合
いをしているとき、友達の意見を大切にしたり互いに尊重したりしていたので、雰囲気がよかった。

７ 成果と課題
○成果
＊繰り返しかかわることの良さ
・何度も繰り返しかかわることができ、有漢荘への高齢者の方と交流したいという気持ちが高まった。

「 。」「 。」 。児童から自発的に もう一回有漢荘へ行きたい 見学に行って話がしたい という発言があった
有漢荘の同じ介護士さんに単元を通して何度も相談することができ、繰り返し介護士さんにかかわる
ことで、高齢者理解を深め、交流会の計画書作りでも介護士さんの意見を参考に計画書を作ることが
できた。また、交流会後には「２学期か３学期にも交流会をしたい 」という感想が多くあった。そ。
して、自分たちにできることがもっとないだろうか話し合い、空き缶を集め車椅子を贈る計画を立て
た。３学期に車椅子を贈ることができた。児童の達成感は大きかった。よって、繰り返し同じ方へか
かわることで相手への理解が深まり、実践的な行動にまでつながった。

＊地域素材の良さ
・有漢荘の介護士さんが として来てくださったのも地域の良さである。高齢者の多い有漢で福祉にGT
ついて学ぶことは、地域の実態にあっている。家族に高齢者がいる児童は 「うちのばあちゃんも足、
が悪いから気をつけよう 「耳が聞こえにくいから、ゆっくり大きな声でしゃべろう 」と話してい。」 。
た。

＊直接体験
・交流会での交流は、事前のシミュレーションや疑似高齢者体験では得られない達成感や自尊感情を高
めることになった。交流後の振り返りで 「涙を流してお年寄りの皆さんが喜んでくれた 「ぼくの、 。」
話を喜んで聞いてくれた 「折り紙を喜んでくれた 」等、高齢者が喜んでくださったことに満足す。」 。
ることができた。

＊ワークショップ
・ お年寄りのことをもっと分かりたい 「どうしたらできるのだろう 」と話し合い、高齢者疑似体「 。」 。

。 、 、験をすることになった 目の見えにくさや耳の聞こえにくさ 手足の動かしにくさを体験することで
「 。」「 。」 。耳が聞こえにくいって大変だなぁ ゆっくりでないと動くのが怖いなあ という感想があった
相手の立場を想像するためにも疑似体験は有効であった。

＊ サイクルPDCA
・単元構想を立てるときに、 サイクルを意識して作成した。一単位時間の流れも単元全体の流れPDCA
もこのサイクルを応用した。児童の意識にそっていて学習を進めやすかった。計画を立て実際にした
後で振り返ることは、次の計画を立てる話し合いのときに役立ち、よりよい話し合いにつながった。
交流会の計画を実際に全体の前で発表した後、アドバイスをしあったが、当初の計画案よりよいもの
が仕上がった。

○課題
＊時間設定
・課外での時間を多くとることになった。交流会を成功させようとすればするほど、よいものをしたい
という願いが高まり、放課後や休み時間を使うことが多く、児童の負担になった面もある。効率的に
すすめるために、高齢者疑似体験は、関係機関と連携し、 を招けばよかった。また、施設へ何度GT
も行くことで、時間を超過してしまった。

＊道徳の時間
・道徳で扱う価値を「２ ( )思いやり」にしたが、もっと効果的な内容項目があったのではないかと思- 2
う。もう少し吟味しておけばよかった。例えば、高齢者を扱う内容のものを入れておけばよかった。


